
拡底率とコンクリート設計基準強度を向上させ
支持力の増大とコンクリート量・排土量をさらに削減※通常の軸部径はφ3000ｍｍまでです。

　軸部径がφ3000ｍｍを超える場合は、
　弊社にご相談下さい。
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次のような場合に、2.2倍拡底杭（OMR／B）工法は大きな効果を発揮いたします。

中間支持層がある場合

地中障害物（旧躯体、転石）、崩壊性の高い埋め土地盤等があり、長尺ケーシングが必要な場合

施工機材が小さくなると共に、撤去する地中障害物の容量も少なくなることで、産業廃棄物等の処分量が少なくなります。
又、施工機材の撤去時間の短縮、施工コストの削減が図れます。

拡底部径を大きく、コンクリート強度を上げることにより、軸
部径を細くできます。それに伴い、掘削量、残土処理量、生コン
量、フーチング容量等を大幅に減らすことが可能です。

拡底幅（Dw）と設計基準強度（Fc）の範囲
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●拡底率（＝有効底部面積÷軸部面積）は最大4.9です。
●使用するコンクリートの設計基準強度（Fc）の上限を、
45N/㎟から最大80N/㎟に引き上げました。
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拡底杭（OMR／B）工法は、
拡底部径を軸部径の
最大2.2倍まで拡幅した、
場所打ちコンクリート杭工法です。

拡底部径が大きいことから、大きな支持力が期待でき、経済的
な設計が可能です。
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